
特に入社 3 年以内の離職率が高いと注意が必要です。
極端に初任給が高い場合は、歩合制であったり、出
来高制であったり、固定残業代が含まれている場合
もあります。

ご父母・保護者ができる支援
　ご父母・保護者の皆様ができる就職活動支援につ
いてお伝えします。就職活動には平均で約 13 万
6,000 円かかるといわれています。就職活動中は学生
もアルバイトができませんから、金銭的なご支援をい
ただけたらと思います。
　そして、自己分析の手伝いをしてあげてください。
例えば、ご子女が大学生になってからよい意味で変わ
った部分を「そんなことが考えられるようになったん
だね」などと伝えてはいかがでしょうか。学生が自分
自身の強みに気づくきっかけになるかもしれません。
　さらに、知らない世界を伝えてあげてください。ご

父母・保護者の皆様が仕事を通して経験された組織
での役割や、知識として持っている社会現象の背景
などをお話しいただけますと、学生の興味関心の対象
が広がっていくと思います。
　そして支援するうえで何より大切なのは、親の価値
観を押し付けないということです。ご子女とご父母・
保護者の皆様とは考え方、価値観が違うかもしれま
せん。企業選択においてもご子女の考えを否定する
のではなく、話を聞きながら価値観を理解していただ
けたらと思います。
　最後に大切なことをお伝えします。学生には就職活
動において人との出会い、縁を大切にしていただきた
いと思います。出会う人々から、何をつかむか。その
ためには考えて行動することが大事です。こんな言葉
をお伝えします。 「就活は職業人の出発点に立つため
の学びの機会」。学びの機会が多かった学生ほど、卒
業後、意気揚々と働いていると思います。ご子女がそ
うなるように、私どもは支援をしてまいります。

企業はどんな学生が欲しいか
　弊社ではどんな学生が欲しいかというところからお
話しさせていただきます。
　１つに「主体性がある」ということです。企業が採
用するとき学生のどんなところを見ているかというと、
弊社の場合はグループワークできちんと主体性を発
揮できているかという点を見ます。そういった場で、
黙って座っているだけではダメです。目の前の課題に
対する自分なりの考えを周りに発信できるといったこ
とが必要になります。
　それと「人との協働ができる」ということ。個人面
接で意気揚々と話していたので、これは期待できそう
だと思えても、グループワークになると話さなくなっ
てしまう学生もいます。１対１では自分の経験を語れ
ても、シチュエーションが変わるとそれができない方
です。どんな状況であっても、自分の能力の発揮の仕

方を体得している人を欲しいと思っています。
　２つ目に「自社の風土に馴染み、活躍できる」とい
うことがあります。過去には採用する側として失敗が
ありました。ある新入社員が研修後に辞めることにな
りましたが、その方は「この会社ではコミュニケーシ
ョンを多く求められ、自分はそれが苦手だということ
が研修を通してわかりました。だから、自分のペース
で進められる仕事に就きたいので会社を辞めたい」と
いうことでした。これについては採用前にこちらが本
人の欲求を聞き出せなかった面もありました。また、
本人も入社前に企業の風土に気づけませんでした。
能力がいくら高くても会社に馴染めず活躍できなけれ
ば意味がありません。採用選考では「自社の風土に
馴染み、活躍できる」というポイントも注意して見て
います。
　学生に企業を選ぶ際の基準を聞くことがあります。

「○○休暇がある」「給料が多い」という答えの学生も
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います。確かにそれは間違ってはいません。でもそれ
は誰もが思うことです。そうではなくて、入社後どの
ように活躍したいか、社会にどう貢献したいかという
答えの方が、その人の個性を表現できると思いますの
で、そういう答えをしていただくといいと思います。

今の学生は素直
　採用の現場で 10 年以上、学生さんと接してきて、
なんとなく感じることがあります。今の学生さんは昔
よりも素直になっているということです。以前は就職
活動の場は「化かし合い」「だまし合い」という面があ
り、自分のあらを隠すようなこともありましたが、今
の学生は素直に自分の思ったことを語ってくれること
が多いように思います。これはいい面でもありますが、
素直すぎるがゆえに先ほどの「○○休暇がある」と答
えてしまう面にもつながってくるのかなと思います。
　ここは使い分けをした方がよいでしょう。面接で企
業が知りたいのは、その人が会社で成果を出してくれ
るか、数字を出してくれるかということになります。
質問に対する答えはすべて企業に対する自己 PR です。
ですので、自己 PR にならない答えは正しくないのだ
と思います。素直さを残しつつ、作戦を立てながら答
えるといいと思います。
　さらに今の学生は「自分らしさを大切にする」とい
う傾向が強くなっていると思います。学生から「ある
企業から内定をもらったのですが、本当に私のことを
見て採用されたのか不安です」という相談を受けたこ
とがあります。この言葉には、自分をきちんと見てほ
しいという欲求が表れていると思います。
　３つ目に「人間関係を重視する」傾向があります。
企業を選ぶ基準を聞くと、こう答える学生が多いです。
それは間違っていないので、自己 PR につなげていた
だけたらと思います。
　４つ目が「チームで活動することを好む」。最近多
いのですが、「御社はチームで成果を出すのですか、
個人で出すのですか」ということを聞かれます。答え
はどちらか一方ということではなく、両方ということ
になります。「私はチームで成果を出したいです」と
いう学生が多く、この考え方は度が過ぎると、つまり
は責任を持ちたくないと考えているのかなと不安にも
思います。
　最後に「信頼できる人の意見を重視する」傾向が
あります。面接で、受けている企業を聞くと、全く違
う業種の企業がぽつんと一つ混ざっていることがあり
ます。聞けば、実は父、もしくは兄が働いている業界
です、ということです。身の回りの人の仕事の仕方を
重視しているのだなと感じます。働くのは自分です。
兄弟でも親でもない、自分は違う存在であるというこ

とを、学生は認識するといいかなと思います。

採用で一番大切にしていること
　採用する側としては、学生の良い面と、そうでない
面も見るようにしています。人間はいいところもあれ
ば、そうでない面もあります。ある面接で、自信満々
で語っている学生に「失敗したことは」と聞くと答え
が出てきません。中には「失敗はありません」という
学生もいます。でも、そんなことはないと思うのですね。
　企業にとって怖いのはどういう人柄かわからない人
を採用することです。よくない点があっても、それが
わかっていれば、こういうサポートをすればいいかな
と対応できます。ですので、自分の足りていない部分
も表現してくれていいと思います。それがミスマッチ
を防ぐ手段になると思います。
　そして、「自社に入社することがその学生にとって
もよいことか」ということも考えています。こういう
仕事をしていると、その人の人生やキャリアに深くか
かわっていくことになります。採用担当としてはいい
人に入社いただきたいのと同時に、その人に幸せにな
ってほしいと思っています。ですので、こちらとして
は入社してほしいけど、その人がうちの会社を選択す
ると幸せにはならないかもしれないというときは、正
直に伝えるようにしています。
　最後に「学生自身に選択してもらうこと」を大切に
しています。人に影響を受けやすい人も多いです。学
生と長い時間かかわっていくと、関係が近くなってい
きます。すると、こうした方がいいと思いますか？と
私に答えを求めてくることがあります。それに対して
は、「決めるのはあなただよ。あなたの選択したこと
は否定しないよ」ということを伝えています。ずっと
このスタンスを貫いています。
　ぜひ親御さんにも、そのような対応をしていただけ
ればと思います。これは自分の経験から言えることで
すが、自分で選択したことは人のせいにはしないんで
す。社会に出れば苦労することは当然あります。自分
で選んだ仕事でないと、そのとき頑張れないんですよ
ね。自分の選択したことは後悔したくないから、頑張
るんです。

親のできるサポート
　最後に、親御さんのサポートについて、私なりの意
見を言わせていただきます。私が学生の頃は就職に
親なんて関係ない、と考えていました。でも、学生の
質も変わってきて、今は親御さんのサポートが必要な
世代だと感じています。
　親御さんができるサポートはいくつかあって、一つ
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は「精神的なサポート」です。自分を他人に素直に見
せられる人は、そんなにいません。でも、親御さんに
対しては気を遣わずに見せられる部分があると思いま
す。そして、親御さんもお子さんが言ってほしいこと、
言われたくないことを、なんとなくわかると思うんで
す。そういう面で、言葉のサポートをしていただくと、
学生も励みになると思います。
　そしてもう一つが「経済的なサポート」です。学生
と話していて、交通費は馬鹿にならないという話を聞
きます。昔よりも就職活動の期間が短くなってアルバ
イトをしている暇もないので、交通費などを支援して
いただくといいと思います。ある学生は内定を取って
から返すという約束で親に借金をして、気持ちよく活
動していました。
　さらに、「業界に関する知識や職業観を伝えていく」
というサポートがあると思います。ある学生さんがあ
る朝リビングに行くと、自分が受けている企業の記事
が出ている日経新聞がさりげなくそこに置いてあった
と言います。親は心配しているけど、本人に任せてく

れているのですね。「あなたの好きにしなさい」と、
子どもを信頼しつつ、でも無関心ではないと伝えてい
ます。
　また、ある面接で「私は努力をする人間です」とい
う学生さんがいて、話を聞くと、小さいころから努力
を積み重ねてきたが、それは「努力しなければ自分の
道は開けない」と父親から言われて育ったからだと。
その学生は見事に、自分の行きたい企業の内定を得
ていました。親の価値観が影響を与えているな、と感
じた好例です。
　親御さんは子供の進む道を示すよりも、その子が自
分のキャリアを選ぶときの参考にできるように、自分
はこういう思いで働いているよというように、社会人
としてのサンプルを示してあげるのがいいと思います。
　最後は私からのお願いも含んでいますが、働くのは
学生本人です。学生が自分でいい選択をできるよう
に、親御さんはサポートしていただきたいと思ってい
ます。

3
親と子の就職活動
（見守り）体験談

学生と父母のパネルディカッション
試行錯誤しながら就職活動をし、見事内定を得た
４年生たち。そして、就活を見守られた４年生の
父母。それぞれの立場から、体験したからこそ気
づけたリアルなお話をしていただきました。

文学部人文・ジャー
ナリズム学科４年女
子の父

文学部英語英米文学
科４年女子の母

愛知県出身。特殊法
人関連に内定。ゼミ
では財政学を学ぶ。
野球サークルに所属
し活動。

東京のホテルに内定。
ゼミではテーマパーク
やホテル業界に関す
る研究を行う。

静岡県出身。静岡県
の金融系サービス企
業に内定。ゼミでは
憲法を学ぶ。オープ
ンキャンパスなどで大
学を案内する学生ス
タッフも務める。
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小林  宏
育友会副会長

金澤明子
経済学部経済学科４年

菊地隆太
経済学部経済学科４年

横島夏子
法学部法律学科４年

大村知里
就職課長補佐

遠藤  清

コーディネーター パネリスト

就職活動どう進めた？
遠藤：学生の皆さんにお伺いします。昨年の今頃、何
をしていましたか。

横島：私はアルバイトもあって、ゼミの論文執筆に一
生懸命だったため、就活についてはあまり考える時間
がありませんでした。
大村：私はその頃は公務員志望だったので、そのた
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